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第 号

令和7年11月15日発行

187

秋
の
実
り
支
え
た
か
も

P.２・3
P.４
P.18

・新しいスタート！議会役職人事決定
・令和６年度各会計決算を認定
・ふるさとまつり議場見学会を開催

〈第３回９月定例会、第２回10月臨時会〉

議会クイズ 抽選で３名の方に
商品券が当たる！
スマホで簡単応募
詳しくはP19をご覧ください 

責任者　議会議長　山中　正樹
年４回発行　
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第
２
回

臨
時
会

10
月
15
日
に
、
令
和
７
年
第
２
回
愛
川
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
、
議
会
選
出
監
査
委
員
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

山
やまなか

中　正
ま さ き

樹 議長小
こばやし

林　敬
け い こ

子 副議長

茅
かや

　大
ひ ろ む

夢
1 期目

議席番号 1
愛川の新時代

渡
わたなべ

辺　基
もとい

5 期目
議席番号 9
愛川の新時代

山
やまなか

中　正
ま さ き

樹
6 期目

議席番号 10
愛川の新時代

井
い で

出　一
か ず み

己
5 期目

議席番号 11
公明党

茅
かや

　孝
たかゆき

之
2 期目

議席番号 2
令和あいかわ

花
はなうえ

上　功
いさお

1 期目
議席番号 3
愛川の新時代

熊
くまさか

坂　健
け ん た ろ う

太郎
1 期目

議席番号 4
愛川の新時代

令和７年10月15日時点

会派構成
（◎は代表者）

愛川の
新時代

◎渡辺　　基　山中　正樹
　花上　　功　熊坂　健太郎
　茅　　大夢

公明党 ◎岸上　敦子　井出　一己
　佐藤　りえ

日本共産党
愛川町議員団

◎鈴木　信一　井上　博明
　小林　敬子

令和
あいかわ

◎阿部　隆之　小島　総一郎
　茅　　孝之

◎委員長　○副委員長（敬称略）

議会運営委員会
（委員定数　7 人以内）

◎岸　上　敦　子 ○茅　　　大　夢

　熊　坂　健太郎 　佐　藤　り　え

　鈴　木　信　一 　井　上　博　明

　阿　部　隆　之

※議席番号順

－2－－3－

令和7年11月15日

議会役職  人事決定
員会、各常任委員会など正副議長、議会運営委

議
長
に
山
中  

正
樹
氏

副
議
長
に
小
林  

敬
子
氏

議
長
に
山
中  

正
樹
氏

副
議
長
に
小
林  

敬
子
氏

議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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監
査
委
員

監
査
委
員
は
、
識
見
を
有

す
る
者
と
議
会
議
員
の
２
名

で
構
成
し
て
お
り
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
と
し
て
茅
孝

之
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
賛
成
全
員
で
同
意
し

ま
し
た
。

そ
の
他
人
事
関
係

　
◎
厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

申
し
合
わ
せ
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
厚
木
愛
甲
環
境
施

設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
山
中
正
樹
議
長
、

小
林
敬
子
副
議
長
、
井
出
一

己
議
員
、
阿
部
隆
之
議
員
の

４
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

茅
かや

　孝
たかゆき

之 監査委員

岸
きしがみ

上　敦
あ つ こ

子
3 期目

議席番号 5
公明党

小
こ じ ま

島　総
そういちろう

一郎
8 期目

議席番号 12
令和あいかわ

小
こばやし

林　敬
け い こ

子
6 期目

議席番号 13
日本共産党愛川町議員団

井
いのうえ

上　博
ひろあき

明
11 期目

議席番号 14
日本共産党愛川町議員団

佐
さ と う

藤　りえ
4 期目

議席番号 6
公明党

阿
あ べ

部　隆
たかゆき

之
3 期目

議席番号 7
令和あいかわ

鈴
す ず き

木　信
しんいち

一
3 期目

議席番号 8
日本共産党愛川町議員団

総務建設常任委員会
（委員定数　7 人）

◎阿　部　隆　之 ○花　上　　　功

　熊　坂　健太郎 　岸　上　敦　子

　鈴　木　信　一 　山　中　正　樹

　小　島　総一郎

教育民生常任委員会
（委員定数　7 人）

◎井　上　博　明 ○渡　辺　　　基

　茅　　　大　夢 　茅　　　孝　之

　佐　藤　り　え 　井　出　一　己

　小　林　敬　子

広報広聴常任委員会
（委員定数　8 人）

◎熊　坂　健太郎 ○佐　藤　り　え

　茅　　　孝　之 　花　上　　　功

　阿　部　隆　之 　鈴　木　信　一

　井　出　一　己 　井　上　博　明

令和７年第２回臨時会では、
議長と副議長を議員の投票に
よる選挙で選出しました。

なお、各立候補者の所信表
明演説は右記の二次元コード
からご覧いただけます。

議長候補者

副議長候補者

－3－

第187号

議会役職  人事決定
員会、各常任委員会など正副議長、議会運営委

議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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◎
一
般
会
計
決
算

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算　
（
以
上
、
賛
成
全
員
）

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
決
算

（
賛
成
10
人
、
反
対
3
人
）

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

◎
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算

◎
水
道
事
業
会
計
決
算

（
以
上
、
賛
成
全
員
）

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

人
事
議
案

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任（

賛
成
全
員
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

中
津
在
住天

野　

和
広　

氏

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
賛
成
全
員
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
次
の
方
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

角
田
在
住

　

篠
﨑　

美
和　

氏

条
例
議
案

◎
愛
川
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
制
定（

賛
成
全
員
）

国
が
定
め
る
「
犯
罪
被
害

者
等
基
本
法
」
に
基
づ
き
、

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ

い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
、

町
や
町
民
及
び
事
業
者
の
責

務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
支
援
の
基
本
と
な
る
条

項
を
定
め
ま
す
。

【
施
行
期
日

令
和
７
年
10
月
１
日
】

◎
愛
川
町
行
政
手
続
き
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正　
（
賛
成
全
員
）

住
民
基
本
台
帳
や
地
方
税

等
の
情
報
シ
ス
テ
ム
が
全
国

で
標
準
化
さ
れ
、
そ
の
中
に

｢

住
登
外
者
宛
名
番
号
管
理

機
能｣

が
設
け
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
こ
の
機
能
を
扱
う

事
務
を
条
例
に
定
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
議
会
議
員
及
び
愛

川
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
全
員
）

「
公
職
選
挙
法
施
行
令
」

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
限
度
額
の

う
ち
、
ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
作

製
に
係
る
上
限
単
価
が
物
価

の
変
動
を
鑑
み
て
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
の
選

挙
に
お
け
る
公
費
負
担
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
た
め
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

「
地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
」
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
部
分
休
業

制
度
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

【
施
行
期
日

令
和
７
年
10
月
１
日
】

◎
愛
川
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正　
　
　
（
賛
成
全
員
）

災
害
時
等
の
円
滑
な
復
旧

を
目
的
と
し
て
、
他
市
町
村

長
の
指
定
を
受
け
た
下
水
道

工
事
店
が
町
内
の
排
水
設
備

等
の
工
事
を
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日
　
公
布
の
日
】

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

－4－－5－

令和7年11月15日

令和６年度　各会計決算額
会　　　計 歳　　　入 歳　　　出

一 般 会 計 157億3,798万8千円 151億7,454万1千円

特別
会計

国民健康
保 険 44億8,530万1千円 44億5,565万1千円

後期高齢者
医 療 7億1,530万円 6億7,415万2千円

介護保険 36億3,390万7千円 35億5,511万4千円

企業
会計

公共下水道
事 業 15億6,033万8千円 18億7,863万3千円

水道事業 7億9,552万4千円 12億4,350万1千円

合　　計 269億2,835万8千円 269億8,159万2千円

2025

会
議
町
川
愛

令和7年第３回愛川町議会定例会日程
月 日 曜 会議名 主な内容

９

１ 月 本会議

会期の決定
陳情の委員会付託

（1 件）
出納検査結果報告

（3 件）
議員派遣（報告）
固定資産評価審査委
員会委員の選任

（1 件）
教育委員会委員の任
命（1 件）
町 長 提 出 議 案の説
明、質疑、討論、採
決
委員会提出議案の説
明、質疑、採決
議 員 提 出 議 案 の 説
明、質疑、討論、採
決

２ 火 本会議 一般質問（６人）
３ 水 本会議 一般質問（４人）

９ 火 本会議
補正予算議案、事件
議 案 の 個 人 総 括 質
疑、討論、採決

10 水 本会議

条例議案及び令和６
年度決算議案の会派
代表総括質疑
委員会分割付託の決
定

16 火 総務建設
常任委員会 付託案件の審査

17 水 教育民生
常任委員会 付託案件の審査

18 木 総務建設
常任委員会 付託案件の審査

19 金 教育民生
常任委員会 付託案件の審査

26 金 本会議
付託案件の審査結果
の委員長報告・質疑・
討論・採決

　
令
和
７
年
第
３
回
愛
川
町
議
会
「
９
月
定
例
会
」
が
、
９
月
１
日
か
ら
９
月

26
日
ま
で
、
会
期
26
日
間
（
本
会
議
開
催
６
日
間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
６
年
度
各
会
計
の
決
算
を
は
じ
め
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任
や
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
、
21
件
の
町

長
提
出
議
案
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
及
び
議
員
提
出
議
案
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
１
件
の
陳
情
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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◎
愛
川
町
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正（

賛
成
全
員
）

「
水
道
施
行
令
」
等
が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道

技
術
管
理
者
の
資
格
要
件
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

補
正
予
算

◎
令
和
７
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
賛
成
全
員
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
８
，
３
８
８
万
８

千
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計

の
総
額
を
１
５
４
億
９
，
８

９
７
万
５
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

主
な
内
容
は
、
各
小
中
学

校
の
学
校
給
食
で
使
用
し
て

い
る
食
材
費
の
う
ち
、
物
価

高
騰
相
当
額
を
負
担
す
る
ほ

か
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
と
、
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
同
ワ
ク
チ
ン

の
任
意
接
種
の
助
成
に
お
い

て
、
当
初
の
想
定
よ
り
接
種

者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
増
額
す
る
も
の

で
す
。

◎
愛
川
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
賛
成
全
員
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
，
０
２
５
万
２

千
円
を
追
加
し
、
介
護
保
険

特
別
会
計
の
総
額
を
37
億
２
，

３
２
５
万
２
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
令
和
６
年

度
概
算
交
付
さ
れ
た
介
護
給　

付
費
負
担
金
及
び
地
域
支
援

事
業
交
付
金
の
精
算
に
伴
い
、

超
過
額
を
返
納
す
る
も
の
で

す
。

◎
愛
川
町
公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
賛
成
全
員
）

事
件
議
案

◎
厚
木
市
と
愛
川
町
と
の
一

般
廃
棄
物
（
可
燃
性
一
般
廃

棄
物
）
の
処
理
に
関
す
る
事

務
委
託
の
廃
止
に
係
る
協
議

に
つ
い
て　
　
（
賛
成
全
員
）

本
町
の
可
燃
性
一
般
廃
棄

物
の
焼
却
処
理
は
、
平
成
25

年
よ
り
厚
木
市
に
委
託
し
て

い
ま
す
が
、
厚
木
愛
甲
環
境

施
設
組
合
が
建
設
す
る
ご
み

中
間
処
理
施
設
が
令
和
７
年

12
月
よ
り
稼
働
し
、
今
後
は

組
合
施
設
で
焼
却
処
理
を
行

う
こ
と
か
ら
、
事
務
委
託
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日

令
和
７
年
12
月
１
日
】

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

◎
消
防
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ

購
入　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

第
２
分
団
第
２
部
と
、
第

３
分
団
第
３
部
及
び
第
５
部

に
配
備
し
て
い
る
消
防
団
車

両
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
更

新
し
ま
す
。

取
得
価
格

　
８
３
３
万
２
，
５
０
０
円

購
入
台
数

　

３
台

納
入
者

　

米
山
商
事
株
式
会
社

納
入
期
限

　

令
和
８
年
１
月
15
日

■
町
道
路
線
の
廃
止

（
賛
成
全
員
）

町
道
と
し
て
管
理
不
要
と

な
っ
た
、
中
津
１
路
線
及
び

三
増
１
路
線
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

■
損
害
賠
償
額
の
決
定

◎
業
務
遂
行
上
の
過
失
に
係

る
損
害
賠
償　
（
賛
成
全
員
）

町
道
中
津
１
０
９
号
線
に

お
い
て
、
職
員
が
高
所
作
業

車
を
使
用
し
て
街
路
樹
の
剪

定
作
業
を
行
っ
て
い
た
際
に
、

電
話
線
に
接
触
し
て
損
害
を

与
え
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
修

理
費
用
を
負
担
す
る
も
の
で

す
。（
高
所
作
業
車
に
付
属

す
る
自
動
車
保
険
に
よ
り
対

応
）損

害
賠
償
額

　

31
万
８
，
１
６
６
円

委
員
会
提
出
議
案

◎
愛
川
町
議
会
傍
聴
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制

定　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
住

民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現

を
図
る
観
点
か
ら
、
標
準
町

村
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
議
場
に
お
け
る

傍
聴
の
規
定
の
見
直
し
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
規
則

を
基
準
と
す
る
本
規
則
の
改

正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

議
員
提
出
議
案

◎
町
長
の
専
決
事
項
の
指
定

に
つ
い
て
の
全
部
改
正

（
賛
成
12
人
、
反
対
１
人
）

昨
今
、
地
域
建
設
業
界
の

厳
し
い
経
営
環
境
を
背
景
に
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を

支
え
る
た
め
、
適
正
な
利
潤

確
保
が
不
可
欠
で
す
。
近
年

に
お
け
る
資
材
・
燃
料
の
高

騰
や
現
場
状
況
の
変
化
に
伴

う
変
更
契
約
が
増
加
す
る
中
、

町
発
注
工
事
の
議
会
議
決
案

件
で
は
、
議
決
ま
で
工
事
が

一
時
中
止
さ
れ
、
工
期
や
採

算
性
に
影
響
が
生
じ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
問
題
の
解
決
と

速
や
か
な
対
応
を
図
り
、
町

民
の
利
便
性
向
上
に
も
寄
与

す
る
た
め
、
町
長
が
専
決
処

分
で
き
る
事
項
に
、「
議
会

の
議
決
を
経
た
工
事
又
は
製

造
の
請
負
契
約
に
係
る
契
約

金
額
の
軽
易
な
変
更
」
を
指

定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

【
議
決
の
効
力

　

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
】

個
人
総
括
質
疑

補
正
予
算
・
事
件
議
案
に

つ
い
て
茅
孝
之
議
員
・
岸
上

議
員
・
茅
大
夢
議
員
・
渡
辺

議
員
・
小
林
議
員
の
５
名
が

個
人
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
質
疑
項
目
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援

事
業
費

■
事
業
費
の
詳
細
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
費
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

汚
水
整
備
事
業
工
事
費

増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

犯
罪
被
害
者
等
日
常

生
活
支
援
補
助
金

■
補
助
金
額
の
算
出
根
拠
に

つ
い
て

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
精
算
返
納
金
増
額

■
増
額
の
理
由
に
つ
い
て

－5－

第187号
議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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愛
川
の
新
時
代

（
熊
坂 

健
太
郎 

議
員
）

質疑動画

問
昨
年
度
と
比
べ
て
実

質
公
債
費
比
率
が
増

加
し
た
理
由
に
つ
い
て

町
長　
一
般
会
計
等
が
負

担
す
る
元
利
償
還
金
が
増

と
な
っ
た
ほ
か
、
償
還
金

に
充
て
ら
れ
る
特
定
財
源

が
減
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
増
加
率
が
大
き
か
っ
た

た
め
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
財

政
健
全
化
法
に
定
め
る
財
政

の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必

要
性
を
判
断
す
る
指
標
の
一

つ
で
あ
り
、
借
入
金
の
返
済

が
一
般
財
源
を
圧
迫
し
て
い

な
い
か
を
測
る
も
の
で
す
。

具
体
的
な
算
出
方
法
は
、

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
か
ら
、
償
還
金
に

充
て
ら
れ
る
特
定
財
源
と
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要

額
に
算
入
さ
れ
た
元
利
償
還

金
を
差
し
引
い
た
額
を
分
子

と
し
、
標
準
財
政
規
模
か
ら

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ

れ
た
元
利
償
還
金
を
差
し
引

い
た
額
を
分
母
と
し
て
計
算

し
た
比
率
で
、
そ
の
３
か
年

平
均
で
す
。

６
年
度
の
単
年
度
比
率

は
、
分
子
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
等
が
負
担
す
る
元
利

償
還
金
が
増
に
な
っ
た
ほ

か
、
償
還
金
に
充
て
ら
れ
る

特
定
財
源
が
減
に
な
り
、
前

年
度
比
で
７
，
６
０
０
万
円

余
り
、
率
に
し
て
68
・
８
％

増
の
１
億
８
，
８
０
０
万
円

余
り
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
分
母
に
つ
い
て
は
、
標

準
税
収
入
額
や
普
通
交
付
税

等
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
比
で
３
億
４
，
２
０
０
万

円
余
り
、率
に
し
て
４
・
１
％

増
の
87
億
２
０
０
万
円
余
り

に
と
ど
ま
り
、
分
母
よ
り
分

子
の
増
加
率
が
大
き
か
っ
た

た
め
、
６
年
度
の
実
質
公
債

費
比
率
は
２
・
17
％
と
な
り
、

３
か
年
平
均
で
は
前
年
度
比

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
の
１
・

４
％
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

問
消
費
的
経
費
物
件
費

が
増
加
し
た
理
由
に

つ
い
て

町
長　
学
校
給
食
費
の
公

会
計
に
よ
る
運
営
事
業
費

の
皆
増
等
や
防
災
備
蓄
食

料
の
拡
充
な
ど
に
加
え
、

賃
金
や
物
価
の
上
昇
が

様
々
な
経
費
に
影
響
し
た

た
め
。

増
額
と
な
っ
た
主
な
も
の

は
、
学
校
給
食
費
の
公
会

計
に
よ
る
運
営
事
業
費
が

１
億
１
，
０
０
０
万
円
余
り

の
皆
増
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
定
期

接
種
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
医
療
機
関
へ
の
委
託
料
が

７
，
４
０
０
万
円
余
り
の
増

と
な
っ
た
ほ
か
に
、
防
災
備

蓄
食
料
の
拡
充
を
図
っ
た
こ

と
に
よ
り
防
災
資
機
材
整
備

事
業
費
が
４
，
４
０
０
万
円

余
り
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
賃
金
や
物
価
の

上
昇
も
様
々
な
経
費
に
影
響

し
、
物
件
費
全
体
で
前
年
度

比
１
億
１
，
６
０
０
万
円
余

り
、
率
に
し
て
４
・
８
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
町
税
の
不
納
欠
損
額
が
増

加
し
た
理
由
に
つ
い
て
】

ほ
か
３
問

公
明
党

（
佐
藤　
り
え 

議
員
）

質疑動画

問
自
主
財
源
の
繰
入
金

が
52・１
％
減
の
要
因

に
つ
い
て

町
長　

財
政
調
整
基
金
、

い
の
ち
を
守
る
基
金
、
公

共
施
設
整
備
基
金
な
ど
、

繰
入
金
全
体
で
減
と
な
っ

た
た
め
。

一
般
会
計
に
お
い
て
、
財

政
調
整
基
金
の
ほ
か
に
、
い

の
ち
を
守
る
基
金
や
公
共
施

設
整
備
基
金
な
ど
４
つ
の
特

定
目
的
基
金
を
設
置
し
て
お

り
、
状
況
に
応
じ
て
積
立
て

や
繰
入
れ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
沿
っ
た
運
用
を

し
て
い
ま
す
。

６
年
度
の
当
初
予
算
で

は
、
土
地
開
発
公
社
か
ら
の

臨
時
的
な
精
算
金
や
町
税
の

増
収
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か

ら
、
財
源
不
足
を
補
塡
す
る

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
に
つい
て
は
、
前
年
度
よ
り

２
億
２
，
８
０
０
万
円
減
の

８
，
８
０
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
歳
入

歳
出
全
体
の
執
行
状
況
の
見

合
い
の
中
で
繰
入
れ
を
行
っ
た

結
果
、
決
算
額
で
は
、
前
年

度
比
９
，
４
０
０
万
円
余
り

減
の
６
，
２
０
０
万
円
余
り

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い

の
ち
を
守
る
基
金
か
ら
の
繰

入
金
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
分
を
除
き
、
５
年
度
に

物
価
高
騰
等
対
策
地
域
振

興
券
事
業
費
へ
９
，
０
０
０
万

円
を
繰
入
れ
ま
し
た
が
、
６

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
へ

の
６
０
０
万
円
余
り
の
繰
入

れ
に
と
ど
ま
り
、
前
年
度
比

で
８
，
３
０
０
万
円
余
り
の

減
、
さ
ら
に
公
共
施
設
整

備
基
金
繰
入
金
に
つ
い
て
も
、

充
当
事
業
費
の
減
に
よ
り

１
，
７
０
０
万
円
余
り
減
の
３
，

８
０
０
万
円
余
り
と
な
る
な

ど
、
繰
入
金
全
体
で
、
前
年

度
比
１
億
９
，
３
０
０
万
円

余
り
、
率
に
し
て
52
・
１
％
の

減
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
諸
支
出
金
の
支
出
済
額
の

内
容
に
つ
い
て
】

ほ
か
４
問

－6－－7－

令和7年11月15日

会 派 代 表 質総 括 疑
令和6年度決算議案に対する

５日目の９月10日は、会派代表総括質疑を行いました。内容の一部を紹介します。

議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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日
本
共
産
党
愛
川
町
議
員
団

（
鈴
木　
信
一 

議
員
）

質疑動画

問
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
お
け
る
財
政

運
営
上
の
成
果
と
課
題
に

つ
い
て

町
長　
法
定
外
繰
入
金
の

減
少
や
県
支
出
金
の
特
別

交
付
金
の
増
額
な
ど
、
お

お
む
ね
安
定
し
た
財
政
運

営
が
で
き
た
。

成
果
と
し
て
は
、
県
の
国

保
事
業
に
対
す
る
市
町
村
の

分
担
金
で
あ
る
事
業
費
納
付

金
に
つ
い
て
、
医
療
費
水

準
を
反
映
さ
せ
な
い
算
定

方
法
へ
段
階
的
に
移
行
す

る
措
置
が
導
入
さ
れ
た
た

め
、
被
保
険
者
数
の
減
少
と

併
せ
て
、
前
年
度
と
比
べ
９
，

６
０
０
万
円
余
り
の
減
額
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
か
ら

解
消
を
求
め
ら
れ
て
い
る
決

算
補
塡
分
を
含
む
法
定
外
繰

入
金
が
前
年
度
に
比
べ
約
４
，

３
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、

保
険
税
収
入
に
つ
い
て
は
、

現
年
度
収
納
率
が
前
年
度
よ

り
０
・
56
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

た
も
の
の
、
１
人
当
た
り
の

所
得
額
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
調
定
額
が
当
初

の
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、

滞
納
繰
越
し
分
と
合
わ
せ
て
、

お
お
む
ね
当
初
の
見
込
み
ど

お
り
の
収
入
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
歳

入
で
は
、
前
年
度
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
県
支
出
金
の
特
別
交
付

金
が
増
額
と
な
る
な
ど
、
２
，

９
０
０
万
円
余
り
の
実
質
収

支
額
と
な
り
、
お
お
む
ね
安

定
し
た
財
政
運
営
が
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
課
題
と
し
て
は
、

被
保
険
者
数
の
減
少
に
伴
い
、

保
険
税
収
入
が
減
収
と
な
る

中
で
、
短
時
間
労
働
者
に
対

す
る
被
用
者
保
険
の
適
用
企

業
の
規
模
要
件
が
、
現
在
は

50
人
超
で
す
が
、
今
後
は
こ

れ
が
35
人
超
か
ら
段
階
的
に

10
人
以
下
へ
と
引
き
下
げ
ら

る
た
め
、
さ
ら
に
被
保
険
者

数
の
減
少
は
続
い
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
県
の
国

保
運
営
方
針
で
は
、
令
和
18

年
度
に
は
県
内
自
治
体
の
保

険
料
水
準
の
統
一
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
で

も
、
加
入
者
皆
さ
ん
の
保
険

税
に
激
変
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、
段
階
的
に
保
険
税
の
見

直
し
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
は
、
令
和

８
年
度
ま
で
に
決
算
補
塡
等

を
目
的
と
し
た
法
定
外
繰
入

金
の
解
消
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
町
で
も
、

引
き
続
き
、
保
険
税
の
収
納

率
向
上
や
保
健
事
業
の
取
り

組
み
強
化
に
よ
る
財
源
確
保

に
併
せ
て
、
医
療
費
の
適
正

化
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
法

定
外
繰
入
金
の
解
消
に
努
め
、

健
全
な
国
保
財
政
の
運
営
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
介
護
保
険
事
業
運
営
基
金

の
決
算
年
度
末
残
高
が
約

２
億
５
，
４
０
０
万
円
に

な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
】

ほ
か
２
問

令
和
あ
い
か
わ

（
茅　
孝
之 

議
員
）

質疑動画

問
自
主
財
源
が
前
年
度

よ
り
も
３・２
％
上
昇

し
た
主
な
要
因
に
つ
い
て

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
額
や
工
業
系
地
域
の

地
価
上
昇
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、

町
税
が
増
え
た
こ
と
が
主

な
要
因
。

増
額
と
な
っ
た
主
な
も
の

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加
や

返
礼
品
の
拡
充
に
よ
る
寄
附

額
の
増
や
、
土
地
開
発
公

社
か
ら
の
精
算
金
の
皆
増

な
ど
に
よ
っ
て
、
２
億
８
，

０
０
０
万
円
余
り
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
諸

収
入
で
は
、
学
校
給
食
費
の

公
会
計
に
よ
る
学
校
給
食
費

負
担
金
の
皆
増
や
新
型
コ
ロ

ナ
定
期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
確

保
事
業
助
成
金
の
皆
増
に
よ

り
、
１
億
９
，
３
０
０
万
円

余
り
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
税
で
は
、
工
業

系
地
域
の
地
価
上
昇
等
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
増
な

ど
に
よ
り
、
町
税
全
体
で

１
億
１
０
０
万
円
余
り
の

増
と
な
る
な
ど
、
自
主
財

源
全
体
で
は
前
年
度
比
で

３
億
９
０
０
万
円
余
り
、
率

に
し
て
３
・
２
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

問
経
常
収
支
比
率
が
前

年
度
よ
り
１・
２
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
た
理
由
に

つ
い
て

町
長　
分
母
と
な
る
経
常

的
な
一
般
財
源
収
入
の
う

ち
、
地
方
税
や
地
方
交
付

税
の
増
に
よ
り
、
分
子
と

な
る
歳
出
の
増
加
率
を
上

回
っ
た
こ
と
が
主
な
要

因
。分

子
と
な
る
経
常
的
に
支

出
す
る
経
費
に
充
当
し
た
一

般
財
源
の
額
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与

改
定
や
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
勤
勉
手
当
の
支
給
開
始

な
ど
に
よ
り
人
件
費
が
増
加

し
た
ほ
か
、
国
の
制
度
改
正

に
よ
り
、
障
害
者
介
護
給
付
、

訓
練
等
の
給
付
費
や
施
設
型

の
給
付
事
業
費
負
担
金
、
さ

ら
に
は
自
立
支
援
医
療
給
付

費
な
ど
の
扶
助
費
が
増
加
し

ま
し
た
。

加
え
て
、
物
価
高
や
賃

金
の
増
加
に
よ
り
物
件
費

な
ど
も
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
昨
年
度
か
ら
３
億
２
，

４
０
０
万
円
余
り
増
の

89
億
４
，
１
０
０
万
円
余
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
分
母
と
な
る
経

常
的
な
一
般
財
源
収
入
に

つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税

の
増
加
な
ど
に
よ
る
地
方

税
の
増
や
地
方
交
付
税
の

増
に
よ
り
、
昨
年
度
か
ら

４
億
６
，
２
０
０
万
円
余
り

増
の
95
億
１
０
０
万
円
余
り

と
な
り
、
分
子
と
な
る
歳
出

の
増
加
率
を
上
回
っ
た
こ
と

か
ら
、
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
減

の
94
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
消
費
的
経
費
の
う
ち
人

件
費
が
前
年
度
と
比
較
し
、

増
加
と
な
っ
た
主
な
要
因
に

つ
い
て
】

ほ
か
１
問

－7－

第187号
議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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賛  成

討論動画

愛
川
の
新
時
代

  

花
上　
　
功 

議
員

全
議
案
に
対
し
、
賛
成
の

立
場
か
ら
、
要
望
を
交
え
な

が
ら
討
論
し
ま
す
。

【
安
定
的
な
財
政
運
営
を
評

価
】決

算
状
況
を
総
括
的
に
見

る
と
、
財
政
力
指
数
の
微
減
、

実
質
公
債
費
比
率
の
微
増
と

い
う
状
況
は
あ
る
も
の
の
実

質
収
支
比
率
が
４
・
４
％
と

な
っ
た
こ
と
、
経
常
収
支
比

率
は
１
・
２
％
下
が
り
94
・

１
％
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、

全
体
と
し
て
安
定
的
な
財
政

運
営
が
さ
れ
て
い
る
と
評
価

し
ま
す
。

ま
た
、
歳
入
で
は
不
納
欠

損
額
が
前
年
に
比
べ
て
増
加

し
た
も
の
の
、
収
入
未
済
額

は
減
少
し
ま
し
た
。
町
税

は
固
定
資
産
税
の
増
加
等

に
よ
り
、
前
年
に
比
べ
て

１
億
１
７
１
万
２
千
円
余
り

増
加
し
た
ほ
か
、
寄
付
金
が

２
億
８
千
55
万
円
余
り
大
幅

に
増
加
し
ま
し
た
。

今
後
も
財
政
運
営
の
健
全

性
に
向
け
た
取
り
組
み
を
期

待
し
ま
す
。

【
相
談
件
数
の
大
幅
増
加
を

評
価
】

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
委
託
料
は
、
複
雑
・
多

様
化
す
る
相
談
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、
高
齢
者
を
狙
っ
た

消
費
者
被
害
等
に
対
す
る
相

談
会
の
開
催
や
町
民
向
け
の

講
演
会
の
開
催
な
ど
、
普
及

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
進
め

た
結
果
、
セ
ン
タ
ー
設
置
前

と
比
較
し
て
、
年
間
の
相
談

件
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
を
評
価
し
ま
す
。

【
児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し

た
授
業
改
善
を
評
価
】

小
中
学
生
学
力
検
査
業
務

経
費
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

５
年
生
及
び
中
学
校
１
・
２

年
生
の
学
び
に
つ
い
て
分
析

し
、
そ
の
分
析
結
果
か
ら
本

町
児
童
生
徒
の
学
力
に
関
す

る
傾
向
や
課
題
、
生
活
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
で
、
各
校

と
も
児
童
生
徒
の
実
態
に
即

し
た
授
業
改
善
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

賛  成

討論動画

公
明
党

  

岸
上　
敦
子 

議
員

全
議
案
に
対
し
、
賛
成
の

立
場
か
ら
、
要
望
を
交
え
な

が
ら
討
論
し
ま
す
。

【
避
難
所
運
営
に
か
か
る
対

応
力
や
地
域
自
主
防
災
力
の

向
上
に
評
価
】

令
和
６
年
度
の
防
災
訓
練

は
、
避
難
所
運
営
に
か
か
る

対
応
力
や
地
域
自
主
防
災
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
中

原
中
学
校
を
会
場
に
避
難
所

運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
近

年
頻
発
す
る
自
然
災
害
を
見

据
え
、
町
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

特
に
給
食
施
設
を
活
用
し
た

訓
練
は
、
災
害
時
に
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世

代
に
温
か
い
食
事
を
届
け
る

体
制
を
検
証
し
、
地
域
住
民

の
防
災
力
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
評
価
し
ま
す
。

【
幼
少
期
か
ら
の
火
災
予
防

教
育
と
防
火
管
理
の
推
進
を

評
価
】

火
災
予
防
活
動
事
業
で
は
、

幼
稚
園
や
保
育
園
へ
の
訪
問
、

消
防
フ
ェ
ス
タ
と
共
催
で
実

施
し
て
い
る
防
災
教
室
な
ど
、

楽
し
く
学
び
な
が
ら
火
災
予

防
の
大
切
さ
や
防
災
に
触
れ

る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
こ
と

は
非
常
に
意
義
深
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し

て
町
内
事
業
所
の
立
ち
入
り

検
査
や
、
危
険
物
貯
蔵
タ
ン

ク
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
、

防
火
管
理
の
推
進
が
図
ら
れ

た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
が
、
計
画
的
か
つ
実
行
的

に
展
開
す
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。

【
外
国
語
教
育
の
よ
り
一
層

の
充
実
・
推
進
に
評
価
】

日
本
語
指
導
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
に
対
し
、
ス
ペ

イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
等

の
で
き
る
指
導
協
力
者
を
派

遣
し
、
学
校
教
育
機
会
の
適

切
な
確
保
を
す
る
と
と
も
に

英
語
指
導
助
手
を
小
学
校
に

２
人
、
中
学
校
に
１
人
派
遣

し
、
小
中
学
校
の
国
際
教
育

及
び
外
国
語
教
育
の
よ
り
一

層
の
充
実
・
推
進
が
図
ら
れ

た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

【
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
、

健
全
な
事
業
運
営
に
期
待
】

下
水
道
事
業
は
、
町
民

の
快
適
な
生
活
環
境
を
守

り
、
公
衆
衛
生
や
環
境
保
全

に
直
結
す
る
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
の
決
算
に
お
い
て

は
、
総
収
益
が
増
加
し
た
一

方
で
維
持
管
理
や
原
価
償

却
費
な
ど
の
経
費
が
膨
ら

み
、
当
年
度
純
利
益
は
６
，

２
０
６
万
２
，
７
４
９
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

約
１
，
５
６
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
経
営
基
盤
の
強

化
に
努
め
、
健
全
な
事
業
運

営
を
期
待
し
ま
す
。

－8－－9－

令和7年11月15日

討 論
各会派が町長提出議案に対する討論を行いました。一部を紹介します。
※議会における「討論」とは提出された議案に対して「賛成・反対」の旨とその理由を述べて、
他の議員を自己の意思に賛同させることを目的とする発言のことです。

討 論
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会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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賛  成
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日
本
共
産
党
愛
川
町
議
員
団

  

鈴
木　
信
一 

議
員

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
決
算
を
除
き
、
賛
成
の
立

場
で
討
論
し
ま
す
。

【
地
方
債
の
活
用
・
基
金
の

運
用
に
評
価
】

地
方
債
の
活
用
は
、
後
年

度
の
財
政
運
営
に
配
慮
し
、

元
金
償
還
額
以
内
の
借
り
入

れ
を
基
本
と
し
た
上
で
、
道

路
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を

は
じ
め
、
賑
わ
い
創
出
に
つ

な
が
る
観
光
・
産
業
連
携
拠

点
づ
く
り
な
ど
、
必
要
な
事

業
の
財
源
と
し
て
計
画
的
か

つ
適
切
な
活
用
が
な
さ
れ
た

も
の
と
評
価
を
し
ま
す
。

ま
た
、
基
金
の
運
用
は
、

今
後
、
公
共
施
設
の
維
持
・

更
新
に
係
る
経
費
は
増
え
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

後
年
度
の
弾
力
的
な
行
財
政

運
営
に
資
す
る
た
め
、
公
共

施
設
整
備
基
金
を
活
用
し
つ

つ
、
残
高
の
積
み
増
し
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
財
政
調

整
基
金
に
つ
い
て
も
決
算
剰

余
金
を
鑑
み
、
公
共
施
設
整

備
基
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
な
が
ら
、
１
億
円
以
上
の

積
み
増
し
が
で
き
る
な
ど
、

堅
実
な
行
財
政
運
営
の
手
腕

が
見
て
取
れ
、
評
価
し
ま
す
。

【
保
護
者
か
ら
信
頼
を
得
る

事
業
を
評
価
】

か
わ
せ
み
広
場
事
業
は
、

小
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所

と
し
て
、
10
箇
所
の
行
政
区

の
児
童
館
な
ど
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
の
利
用
者
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
子
ど
も
が
安
全
に
遊

べ
る
場
所
と
し
て
保
護
者
か

ら
の
信
頼
を
得
て
い
る
こ
と

を
評
価
し
ま
す
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

影
響
で
参
加
者
が
激
減
し
、

休
館
に
な
っ
た
施
設
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
保
護
者
か
ら
は
、

再
開
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
児
童
が
放
課
後

を
安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
居

場
所
と
し
て
事
業
の
拡
充
を

要
請
し
ま
す
。

【
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
更

新
を
評
価
】

第
１
号
公
園
体
育
館
に
設

置
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
は
、
経
年
に
よ
る
部
品
類

の
摩
耗
や
損
傷
の
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を

活
用
し
、
令
和
６
年
10
月
か

ら
全
面
的
に
更
新
し
た
こ
と

を
評
価
し
ま
す
。

【
水
道
の
配
水
機
能
強
化
と

維
持
管
理
を
評
価
】

戸
倉
浄
水
場
浸
水
対
策
工

事
に
よ
り
防
災
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
耐
震
性
の
高
い

配
管
の
布
設
替
工
事
や
漏
水

調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
配

水
機
能
強
化
と
維
持
管
理
に

努
め
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
計
画
的
な
配

水
管
の
布
設
替
え
や
漏
水
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
使
用

者
側
の
漏
水
の
早
期
発
見
に

も
努
め
る
な
ど
、
安
心
・
安

全
で
良
質
な
水
を
需
要
に
応

じ
て
安
定
的
に
共
有
で
き
る

よ
う
希
望
し
ま
す
。

賛  成

討論動画

令
和
あ
い
か
わ

  

阿
部　
隆
之 

議
員

全
議
案
に
対
し
、
賛
成
の

立
場
か
ら
、
未
来
へ
の
希
望

と
意
見
、
要
望
を
交
え
討
論

し
ま
す
。

【
受
診
率
向
上
へ
の
努
力
を

評
価
】

生
活
習
慣
病
検
診
事
業
で

は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
が
20

歳
か
ら
35
歳
ま
で
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
が
ん
検

診
は
41
歳
の
方
は
自
己
負
担

を
無
料
と
し
、
受
診
率
の
向

上
に
む
け
、
鋭
意
努
力
し
て

い
る
点
に
つ
い
て
高
く
評
価

し
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、
罹

患
数
が
増
加
し
て
い
る
前
立

腺
が
ん
や
大
腸
が
ん
、
乳
が

ん
の
受
診
率
の
更
な
る
向
上

と
、
膵
臓
が
ん
検
診
の
創
設

が
急
務
と
考
え
ま
す
。
例
え

ば
、
乳
が
ん
に
お
い
て
は
30

歳
か
ら
39
歳
の
女
性
を
対
象

と
し
た
痛
み
の
少
な
い
乳
房

超
音
波
検
診
の
実
施
、
大
腸

が
ん
に
お
い
て
は
便
潜
血
反

応
検
査
陽
性
者
へ
の
内
視
鏡

検
査
費
用
の
助
成
、
前
立
腺

が
ん
に
お
い
て
は
50
歳
代
以

下
の
前
立
腺
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の

無
償
化
、
そ
し
て
膵
臓
が
ん

に
お
い
て
は
、
家
族
歴
・
既

往
歴
・
糖
尿
病
な
ど
ハ
イ
リ

ス
ク
者
向
け
腹
部
超
音
波
と

血
液
検
査
に
よ
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
実
施
が
費
用
対
効

果
の
面
で
優
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
の
更
な
る
拡
充
を

要
請
し
ま
す
。

【
再
設
計
委
託
の
準
備
段
階

か
ら
検
討
す
る
よ
う
要
請
】

半
原
分
署
の
長
寿
命
化
改

修
は
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い

た
令
和
７
年
度
と
８
年
度
の

改
修
事
業
費
の
継
続
費
が
廃

止
さ
れ
、
再
設
計
委
託
事
業

費
も
繰
り
越
し
と
な
り
ま
し

た
。
施
工
業
者
の
人
材
不
足

な
ど
諸
事
情
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
も
そ
も

改
修
で
良
い
の
か
、
建
て
替

え
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
別

施
設
計
画
を
見
直
し
、
よ
り

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
対

応
を
、
再
設
計
委
託
の
準
備

段
階
か
ら
検
討
す
る
よ
う
要

請
し
ま
す
。

【
観
光
や
産
業
振
興
等
、
経

済
効
果
の
検
討
を
要
請
】

宮
ヶ
瀬
湖
と
言
え
ば
、
町

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
宮
ヶ
瀬
ダ

ム
ナ
イ
ト
放
流
が
浮
か
び
ま

す
。
大
変
魅
力
的
な
イ
ベ
ン

ト
で
す
が
、
来
場
者
の
ほ
と

ん
ど
は
町
外
の
方
々
で
す
。

そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

本
町
へ
の
経
済
効
果
を
し
っ

か
り
と
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
参
加
人
数

が
制
限
さ
れ
、
宿
泊
施
設
も

乏
し
い
本
町
で
は
、
消
費
が

町
外
へ
流
出
し
、
町
内
へ
の

回
遊
性
が
低
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
多
く
の
職
員

が
休
日
に
出
勤
し
て
い
る
こ

と
も
含
め
、
観
光
や
産
業
振

興
に
本
当
に
繋
が
っ
て
い
る

の
か
、
経
済
効
果
は
あ
る
の

か
、
11
月
に
行
わ
れ
る
宮
ヶ

瀬
ダ
ム
ナ
イ
ト
放
流
で
し
っ

か
り
と
検
証
す
る
よ
う
要
請

し
ま
す
。

－9－
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般

質

問
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般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

７
月
31
日
に
、
本
庁
舎
１

階
レ
イ
ア
ウ
ト
等
改
善
業
務

委
託
料
や
小
沢
排
水
区
幹
線

水
路
整
備
工
事
、
平
山
下
平

線
（
第
１
工
区
）
整
備
工
事

な
ど
、
７
箇
所
の
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
16
日
及
び
18
日
は
各
事

業
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。　

戸
倉
浄
水
場

　
　
浸
水
対
策
工
事

現地
7/31

【
評
価
】

良
好
か
つ
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
。
老
朽
化
や
災
害

リ
ス
ク
に
備
え
、
引
き
続
き

着
実
な
整
備
を
期
待
す
る
。

質疑9月16日

問　

広
報
あ
い
か
わ

戸
別
配
布
委
託
料
の

詳
細
に
つ
い
て

広
報
誌
発
行
事
業
費

答　
新
聞
未
購
読
世
帯
の
う

ち
、
公
共
施
設
な
ど
の
配
架

場
所
に
取
り
に
行
く
こ
と
が

困
難
な
世
帯
に
対
す
る
補
完

措
置
と
し
て
、「
広
報
あ
い

か
わ
戸
別
配
布
希
望
者
登
録

制
度
」
に
基
づ
き
、
希
望
世

帯
に
町
広
報
紙
を
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
末
時
点
の
配

布
世
帯
数
は
２
０
５
世
帯
で
、

配
布
に
係
る
管
理
費
等
を
合

わ
せ
て
、
委
託
料
の
合
計
は

15
万
６
，
２
７
２
円
で
す
。

質疑9月18日

問　

汚
水
管
路
カ
メ

ラ
等
調
査
業
務
委
託

の
調
査
結
果
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
会
計

　
業
務
委
託
契
約

答　
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
下
水
道
の
適
切
な
維

持
管
理
を
図
る
た
め
、
平
成

28
年
度
か
ら
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

を
利
用
し
た
管
路
の
点
検
・

調
査
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
汚
水
管

１
万
５
，
１
７
０
メ
ー
ト
ル

の
点
検
と
、
１
０
０
箇
所
の

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
点
検
を
実

施
し
た
結
果
、
緊
急
的
に
修

繕
等
が
必
要
な
箇
所
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
修
繕
や
更
新
を
計

画
的
に
進
め
る
た
め
に
も
、

引
き
続
き
点
検
調
査
を
進
め

ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

８
月
13
日
に
、
健
康
プ
ラ

ザ
外
壁
タ
イ
ル
補
修
工
事
や

第
１
号
公
園
体
育
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
・
ゴ
ム

ロ
ー
ル
マ
ッ
ト
購
入
費
、
中

津
小
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
工

事
、
あ
り
ん
こ
作
業
所
エ
ア

コ
ン
交
換
工
事
な
ど
、
５
箇

所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
17
日
及

び
19
日
は
各
事
業
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

中
津
公
民
館

ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

現地
8/13

【
評
価
】

良
好
か
つ
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
。

質疑9月17日

問　

事
業
の
成
果
に

つ
い
て

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

　
　
助
成
事
業
費

答　
バ
ス
の
利
用
が
困
難
に

な
る
と
想
定
さ
れ
る
80
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
１
枚

４
５
０
円
の
券
を
12
枚
綴
り

に
し
た
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

助
成
し
ま
し
た
。
令
和
６
年

度
は
３
７
３
人
に
交
付
し
、

利
用
券
２
，
５
３
０
枚
分
が

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

成
果
は
、
バ
ス
助
成
以
外

の
選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
で
、

対
象
者
の
健
康
状
況
や
公
共

交
通
機
関
の
利
用
頻
度
等
に

応
じ
て
外
出
支
援
助
成
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
助
成
人
数
も

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
に

対
す
る
外
出
支
援
の
一
助
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

質疑9月19日

問　

事
業
の
成
果
に

つ
い
て か

わ
せ
み
広
場

　
　
　
事
業
費

答　
放
課
後
の
時
間
帯
に
、

遊
び
を
通
じ
た
地
域
に
お
け

る
児
童
た
ち
の
交
流
を
促
進

し
、
協
調
性
や
連
帯
性
等
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
「
か
わ

せ
み
広
場
」
を
開
所
し
て
い

ま
す
。
工
作
教
室
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
も
あ
り
、

利
用
者
数
は
こ
こ
数
年
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

利
用
し
た
児
童
の
保
護
者

を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
大
人
の
見
守
り

が
あ
る
の
で
安
心
」、「
子
ど

も
が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
が

あ
っ
て
満
足
」
と
い
っ
た
好

意
的
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
実
施
の
意

義
は
大
き
く
、
一
定
の
成
果

が
あ
り
ま
し
た
。

－1 0－－1 1－

令和7年11月15日

　令和6年度事業の決算審議をより詳細に行うため、各常任委員会で現地調査を行い、9月16日から
19日まで、各事業に対する質疑及び事務事業評価を行いました。内容の一部を紹介します。

送水ポンプの調査（戸倉浄水場）

クッキングルームの調査（中津公民館）
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問

一
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・
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等
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会
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ク
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等
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令和７年　第３回定例会議決一覧表令和７年　第３回定例会議決一覧表
●全会一致の議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
議案番号 案　　件 議決結果
町長提出
第５１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　 意

町長提出
第５２号 教育委員会委員の任命について 同　　 意

町長提出
第５３号 愛川町犯罪被害者等支援条例の制定について 可　　 決

町長提出
第５４号

愛川町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　 決

町長提出
第５５号

愛川町議会議員及び愛川町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可　　 決

町長提出
第５６号 愛川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　 決

町長提出
第５７号 愛川町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 可　　 決

町長提出
第５８号 愛川町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 可　　 決

町長提出
第５９号 令和６年度愛川町一般会計歳入歳出決算の認定について 認 定

町長提出
第６０号 令和６年度愛川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定

町長提出
第６２号 令和６年度愛川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定

町長提出
第６３号 令和６年度愛川町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認 定

町長提出
第６４号 令和６年度愛川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認 定

町長提出
第６５号 令和７年度愛川町一般会計補正予算（第３号） 可　　 決

町長提出
第６６号 令和７年度愛川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　　 決

町長提出
第６７号 令和７年度愛川町公共下水道事業会計補正予算（第２号） 可　　 決

町長提出
第６８号 厚木市と愛川町との一般廃棄物（可燃性一般廃棄物）の処理に関する事務委託の廃止に係る協議について 可　　 決

町長提出
第６９号 財産の取得について（消防団小型動力ポンプ購入） 可　　 決

町長提出
第７０号 町道路線の廃止について 可　　 決

町長提出
第７１号 損害賠償額の決定について（業務遂行上の過失に係る損害賠償） 可　　 決

委員会提出
第 ２ 号 愛川町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について 可　　 決

●意見が分かれた議案　　※陳情第 15 号については、委員長報告の「趣旨了承」に対する賛否です　　　　 ○…賛成、●…反対

議案番号
議員名

議案等の件名

愛川の新時代 公明党 日本共産党
愛川町議員団 令和あいかわ

議決結果渡
辺　
　
基

山
中　
正
樹

花
上　
　
功

熊
坂
健
太
郎

茅　
　
大
夢

佐
藤　
り
え

井
出　
一
己

岸
上　
敦
子

鈴
木　
信
一

井
上　
博
明

小
林　
敬
子

茅　
　
孝
之

小
島
総
一
郎

阿
部　
隆
之

町長提出
第６１号

令和６年度愛川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ● ● ● ○ ○ ○ 認 定

陳 情
第１５号 消費税のインボイス制度の廃止を求める意見書提出の陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 趣旨了承

（採　択）

議員提出
第 ６ 号 町長の専決事項の指定についての全部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可 決

－1 1－

第187号
議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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水源地跡地の整備
関係人口の創出へ

茅
かや

　孝
たかゆき

之 議員

問
　
関
係
人
口
を
創
出

す
る
た
め
に
は
、
そ

の
場
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な

い
継
続
性
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
水
源
地
跡
地
の

整
備
に
よ
る
関
係
人
口
の

創
出
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

新
た
な
人
の
流
れ
創
出

コ
ン
セ
プ
ト
の
整
備
へ

総
務
部
長　
令
和
７
年
４
月

に
、
神
奈
川
ト
ヨ
タ
自
動
車

と
整
備
に
向
け
た
基
本
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
民
間
の

資
本
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か

し
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
生

み
出
す
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｉ
タ
ー
ン
農
家
の
移
住
定
住
対
策

問
　
農
業
を
仕
事
と
し

て
移
住
定
住
す
る
Ｉ

タ
ー
ン
農
家
が
、
町
で
も

増
え
て
い
ま
す
。
自
然
豊

か
で
水
も
良
い
こ
と
を
武

器
に
し
て
、
移
住
定
住
に

繋
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
が
、
Ｉ
タ
ー
ン
農

家
に
対
す
る
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

農
地
等
の
情
報
提
供

制
度
の
創
設
を
紹
介

農
政
課
長　
町
内
で
の
新
規

就
農
者
に
対
し
て
は
、
借
り

受
け
可
能
な
農
地
の
情
報
提

供
を
は
じ
め
、
就
農
初
期
の

経
営
の
安
定
を
支
援
す
る
国

の
給
付
制
度
の
活
用
や
、
町

独
自
の
家
賃
制
度
の
創
設
等

に
努
め
て
い
ま
す
。

新
規
に
就
農
を
希
望
す
る

相
談
者
に
対
し
て
は
、
就
農

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
本
町
の

補
助
制
度
等
の
支
援
内
容
に

つ
い
て
紹
介
す
る
な
ど
、
継

続
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て

い
ま
す
。

第１号公園
テニスコートの芝
早期の改修を要請

井
いのうえ

上　博
ひろあき

明 議員

問
　
第
１
号
公
園
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
６

月
や
同
６
年
３
月
議
会
な

ど
で
早
期
の
改
修
を
要
請

し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て

そ
の
改
修
時
期
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
予
定

助
成
金
の
獲
得
へ

教
育
長　

８
面
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
う
ち
、
未
改
修
の

４
面
に
つ
い
て
は
損
傷
が
激

し
い
こ
と
か
ら
、
再
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
８

年
度
に
改
修
す
る
予
定
で
す
。

ま
ず
は
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
金

な
ど
の
獲
得
に
全
力
を
挙
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森林資源の循環
保全への取組み

花
はなうえ

上　功
いさお

 議員

問
　
森
林
は
、
水
源
涵

養
や
国
土
の
保
全
等

に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
機

能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は

森
林
資
源
の
循
環
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今

後
の
森
林
保
全
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

森
林
機
能
さ
ら
に
向
上

所
有
者
等
と
連
携
密
に

町
長　
こ
れ
ま
で
県
の
補
助

金
を
活
用
し
た
地
域
水
源
林

整
備
等
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
り
回
復
し
た
森
林

の
機
能
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
た
め
、
県
や
関
係
団
体
、

所
有
者
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
森
林
保

全
に
取
り
組
み
ま
す
。

－1 2－－1 3－

令和7年11月15日

※各議員の写真の横にある2次元コードを読み込むと、本会議での質問動画がスマートフォンやタブレット端末でご覧になれます。

Ⓒ愛川町

・人口減少対策について

・スポーツ施設の更なる充実について　ほか

・森林保全について

・防災対策について　ほか

・自転車の安全利用について　ほか

・危険木による事故を未然に防ぐ対策について　ほか

・成年後見制度(権利擁護センター)について　ほか

・マイナ救急について　ほか

・包括的性教育について　ほか

・ソーラーシェアリング(営農型太陽光発電)について　ほか

紙面の都合により、発言の一部を掲載しています。詳しくは役場等に備え付
けてある「会議録」をご覧いただくか、インターネットでご覧ください。
なお、９月定例会の会議録は、12月頃には閲覧できる予定です。

茅　　 孝 之　議員　P.12 鈴 木　信 一　議員　P.15

井 上　博 明　議員　P.13 茅　 　大 夢　議員　P.15

花 上　 　功　議員　P.13 岸 上　敦 子　議員　P.16

渡 辺　 　基　議員　P.14 小 林　敬 子　議員　P.16

熊 坂 健太郎　議員　P.17佐 藤　り え　議員　P.14

町独自でも新規就農者を支援しています

議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等



6 校  議会だより _187 号 _25/11/04_SATO

第１号公園
テニスコートの芝
早期の改修を要請

井
いのうえ

上　博
ひろあき

明 議員

問
　
第
１
号
公
園
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
６

月
や
同
６
年
３
月
議
会
な

ど
で
早
期
の
改
修
を
要
請

し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て

そ
の
改
修
時
期
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
予
定

助
成
金
の
獲
得
へ

教
育
長　

８
面
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
う
ち
、
未
改
修
の

４
面
に
つ
い
て
は
損
傷
が
激

し
い
こ
と
か
ら
、
再
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
８

年
度
に
改
修
す
る
予
定
で
す
。

ま
ず
は
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
金

な
ど
の
獲
得
に
全
力
を
挙
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森林資源の循環
保全への取組み

花
はなうえ

上　功
いさお

 議員

問
　
森
林
は
、
水
源
涵

養
や
国
土
の
保
全
等

に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
機

能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は

森
林
資
源
の
循
環
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今

後
の
森
林
保
全
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

森
林
機
能
さ
ら
に
向
上

所
有
者
等
と
連
携
密
に

町
長　
こ
れ
ま
で
県
の
補
助

金
を
活
用
し
た
地
域
水
源
林

整
備
等
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
り
回
復
し
た
森
林

の
機
能
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
た
め
、
県
や
関
係
団
体
、

所
有
者
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
森
林
保

全
に
取
り
組
み
ま
す
。

外
国
資
本
に
よ
る
森
林
取
得

問
　
森
林
法
で
は
、
森

林
取
得
後
に
市
町
村

長
へ
の
届
出
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
法
律
は
、
取
得
そ
の

も
の
を
規
制
す
る
法
律
で

な
く
、
外
国
資
本
に
よ
る

土
地
取
得
は
農
地
法
を
除

い
て
原
則
制
限
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
現
在
、

国
内
に
お
い
て
外
国
資
本

に
よ
る
森
林
取
得
の
事
例

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

25
道
府
県
３
５
８
件

北
海
道
が
２
７
５
件

農
政
課
長　
令
和
６
年
７
月

時
点
の
国
の
発
表
に
よ
る
と
、

平
成
18
年
か
ら
令
和
５
年
ま

で
の
外
国
資
本
に
よ
る
森
林

取
得
は
、
25
道
府
県
で
計

３
５
８
件
、
面
積
の
合
計
は

２
，
８
６
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
り
ま
し
た
。

件
数
の
内
訳
は
、
北
海
道

が
２
７
５
件
、
東
北
地
方
が

３
件
、
関
東
地
方
が
28
件
、

中
部
地
方
が
19
件
、
近
畿
地

方
が
16
件
、
中
国
地
方
が
２

件
、
九
州
・
沖
縄
地
方
が
15

件
で
す
。

　
田
代
運
動
公
園

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
整
備
の
声

問
　
田
代
運
動
公
園
を

利
用
す
る
子
供
、
特

に
中
高
生
か
ら
、「
第
２
号

公
園
の
よ
う
な
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
を
、
早
く
田
代

運
動
公
園
に
も
造
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

田
代
運
動
公
園
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を
整
備
す

る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。設

置
を
望
む
声
が
多
く

環
境
に
考
慮
し
検
討
中

町
長　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
に

人
気
が
高
い
種
目
で
あ
り
、

田
代
運
動
公
園
に
も
設
置
を

望
む
声
が
町
に
も
多
く
届
い

て
い
ま
す
。
周
辺
の
居
住
環

境
に
対
す
る
影
響
な
ど
を
踏

ま
え
、
田
代
運
動
公
園
へ
の

設
置
を
視
野
に
整
備
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

・
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て・
半
原
水
源
地
跡
地
の
整
備

事
業
計
画
に
つ
い
て

－1 3－

第187号

人工芝のテニスコートの
一部がはがれている状態

本町の森林を守りましょう

議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

討

論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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「防災ＤＸ」
内閣府が推進
３つのシステム

渡
わたなべ

辺　基
もとい

 議員

問
　
防
災
Ｄ
Ｘ
に
つ
い

て
、
内
閣
府
が
進
め

て
い
る
３
つ
の
シ
ス
テ
ム

─
新
総
合
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
、
新
物
資
シ
ス
テ
ム
、

ク
ラ
ウ
ド
型
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

活
用
や
訓
練
の
進
め
方

新
物
資
シ
ス
テ
ム
活
用

危
機
管
理
室
長　
シ
ス
テ
ム

の
活
用
や
訓
練
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
県
と
共
有
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
新
物
資
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
県
の
備

蓄
品
を
本
町
へ
輸
送
す
る
実

働
訓
練
や
、
受
領
実
績
等
を

通
知
す
る
運
用
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

問
　
令
和
７
年
５
月
に

町
民
や
事
業
者
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
２
０
５
０
年
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ

ロ
の
達
成
を
目
指
す
た
め
、

「
愛
川
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
の

地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与

す
る
施
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
実
現

イ
ベ
ン
ト
等
通
じ
啓
発

町
長　
地
球
温
暖
化
防
止
に

寄
与
す
る
取
り
組
み
は
、
町

民
や
事
業
者
の
協
力
が
重
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
様
々
な
広
報
媒
体
や
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、
啓

発
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

家具転倒防止器具
取付け費用の助成

佐
さ と う

藤　りえ 議員

問
　
家
具
転
倒
防
止
器

具
の
取
り
付
け
費
用

の
助
成
制
度
を
導
入
す
る

考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

各
家
庭
で
の
対
策
肝
要

制
度
の
創
設
は
考
え
ず

町
長　
家
具
転
倒
防
止
器
具

の
設
置
は
、
身
近
な
地
震
対

策
と
し
て
有
効
な
手
段
で
す

が
、
ま
ず
は
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
こ
と
を
基
本
に
、

各
家
庭
で
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
肝
要
だ
と
考
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
助
成
制
度
の

創
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

各
家
庭
に
お
い
て
防
災
・
減

災
の
意
識
が
高
ま
る
よ
う
に

周
知
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
道
交
法
（
軽
車
両
）
改
正

交
通
反
則
通
告
制
度
が
導
入

問
　
自
転
車
等
の
軽
車

両
の
交
通
違
反
に
対

し
、
交
通
反
則
通
告
制
度
、

い
わ
ゆ
る
青
切
符
に
よ
る

取
り
締
ま
り
が
令
和
８
年

４
月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
の

町
の
対
応
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

啓
発
活
動
な
ど
で
周
知

安
全
対
策
へ
万
全
期
す

町
長　
今
回
の
改
正
は
、
自

転
車
に
よ
る
重
大
事
故
の
撲

滅
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
、

運
転
者
に
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
町
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
啓
発
活
動
な
ど
を
通
じ

て
周
知
に
努
め
る
ほ
か
、
交

通
安
全
推
進
大
会
の
開
催
や

中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
教
育
を
実
施
し
ま

す
。
引
き
続
き
、
厚
木
警
察

な
ど
の
関
係
機
関
や
関
係
各

所
と
連
携
を
図
り
、
交
通
安

全
対
策
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

学校活動の教育費
更なる負担の軽減

鈴
す ず き

木　信
しんいち

一 議員

問
　
学
校
活
動
に
お
け

る
保
護
者
負
担
の
さ

ら
な
る
軽
減
策
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

今
後
も
ニ
ー
ズ
を
捉
え

勘
案
し
た
施
策
の
展
開

教
育
長　
本
町
で
は
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
幅
広

い
世
代
に
対
し
、
各
種
の
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

総
合
教
育
会
議
で
の
意
見
等

も
勘
案
し
、
時
代
に
求
め
ら

れ
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
学
校
活
動
に
お
け
る
保

護
者
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

成年後見制度
今後の課題展望

茅
かや

　大
ひ ろ む

夢 議員

問
　
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
問
題
の
今
日
、
成

年
後
見
制
度
は
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

中
核
機
関
と
な
る
権
利
擁

護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
今
後
の
課
題
、
展
望
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

人
材
確
保
育
成
が
必
要

町
長　
高
齢
化
の
進
行
や
家

族
形
態
の
変
容
が
進
む
中
で
、

後
見
制
度
の
利
用
者
は
ま
す

ま
す
増
え
て
い
く
と
推
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

人
材
確
保
と
育
成
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

－1 4－－1 5－

令和7年11月15日

令和７年愛川町ゼロカーボンシティ宣言

自転車の交通違反に青切符が導入されます
（警視庁ＨＰより）

議
会
新
体
制

決

算

可
決
議
案
の
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等

会
派
代
表
総
括
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論

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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学校活動の教育費
更なる負担の軽減

鈴
す ず き

木　信
しんいち

一 議員

問
　
学
校
活
動
に
お
け

る
保
護
者
負
担
の
さ

ら
な
る
軽
減
策
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

今
後
も
ニ
ー
ズ
を
捉
え

勘
案
し
た
施
策
の
展
開

教
育
長　
本
町
で
は
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
幅
広

い
世
代
に
対
し
、
各
種
の
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

総
合
教
育
会
議
で
の
意
見
等

も
勘
案
し
、
時
代
に
求
め
ら

れ
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
学
校
活
動
に
お
け
る
保

護
者
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

危
険
木
に
よ
る
事
故
対
策
と
課
題

問
　
相
模
車
検
場
付
近

で
桜
の
倒
木
や
、
熊

坂
区
内
で
立
ち
枯
れ
た
高

木
の
倒
木
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
危
険
木
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

対
策
と
、
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

緊
急
の
点
検
を
実
施

維
持
管
理
費
が
高
額

町
長　
倒
木
事
故
を
受
け
、

町
内
全
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や

通
学
路
周
辺
の
緊
急
点
検
を

実
施
す
る
等
、
立
ち
枯
れ
て

い
る
高
木
の
有
無
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

危
険
木
は
、
土
地
所
有
者

等
に
対
し
、
適
切
な
維
持
管

理
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、

維
持
管
理
費
用
が
高
額
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
責
任
意
識

の
希
薄
化
や
相
続
登
記
が
未

了
の
土
地
も
あ
る
な
ど
調
査

に
時
間
を
要
し
、
早
期
の
対

策
が
困
難
な
状
況
で
す
。

国
・
県
・
町
が
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
情

報
を
共
有
す
る
な
ど
、
広
域

的
な
連
携
に
よ
る
対
策
が
必

要
で
す
。

成年後見制度
今後の課題展望

茅
かや

　大
ひ ろ む

夢 議員

問
　
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
問
題
の
今
日
、
成

年
後
見
制
度
は
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

中
核
機
関
と
な
る
権
利
擁

護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
今
後
の
課
題
、
展
望
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

人
材
確
保
育
成
が
必
要

町
長　
高
齢
化
の
進
行
や
家

族
形
態
の
変
容
が
進
む
中
で
、

後
見
制
度
の
利
用
者
は
ま
す

ま
す
増
え
て
い
く
と
推
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

人
材
確
保
と
育
成
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

外
国
籍
児
童
の
日
本
語
指
導

問
　
公
立
学
校
に
お
け

る
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
が
急
激

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
外
国
籍
児
童
・
生

徒
の
日
本
語
指
導
に
関
す

る
町
の
取
り
組
み
と
、
課

題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

初
期
指
導
の
集
中
支
援

専
門
的
指
導
員
の
配
置

教
育
長　
令
和
６
年
度
か
ら
、

日
本
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な

い
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

日
本
語
の
初
期
指
導
を
集
中

的
に
支
援
す
る
日
本
語
指
導

初
期
集
中
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
国

際
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
日
本
語
指
導
員
の
配
置
の

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
国

や
県
に
対
し
、
人
的
支
援
の

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

指
導
室
長　
多
様
な
言
語
の

児
童
が
増
加
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
に
対
応
で
き
る
日
本
語

指
導
協
力
者
の
確
保
や
、
日

本
語
で
日
本
語
指
導
が
で
き

る
専
門
的
知
識
や
ス
キ
ル
を

持
っ
た
指
導
員
の
配
置
が
必

要
で
す
。

－1 5－

第187号

通学路を塞ぎ、お墓を直撃した
高木を調査する警察官と住民

（令和７年７月８日）

町で実施した成年後見制度の講演会
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要介護認定調査
内容と人員体制

岸
きしがみ

上　敦
あ つ こ

子 議員

問
　
要
介
護
認
定
調
査

の
内
容
と
人
員
体
制

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

74
項
目
対
面
で
確
認

新
た
に
１
名
を
増
員

町
長　
調
査
の
手
法
や
内
容

は
、
介
護
保
険
法
や
国
の
通

達
等
に
よ
り
一
律
の
基
準
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
全
74
個

の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
対
面
で

確
認
し
、
対
象
者
本
人
や
そ

の
家
族
か
ら
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

訪
問
調
査
員
と
し
て
会
計
年

度
任
用
職
員
を
５
名
雇
用
す

る
ほ
か
、
７
月
か
ら
は
新
た

に
１
名
増
員
し
、
調
査
体
制

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
救
急
の
実
証
事
業

問
　
令
和
７
年
10
月
１

日
か
ら
全
国
一
斉
に

開
始
す
る
マ
イ
ナ
救
急
は
、

救
急
搬
送
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
医

療
保
険
情
報
や
受
診
歴
な

ど
を
迅
速
に
確
認
で
き
る

仕
組
み
で
す
。
医
療
機
関

と
の
連
携
を
円
滑
に
し
、

町
民
の
命
を
救
う
こ
と
に

繋
が
る
意
義
の
あ
る
制
度

だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
の

マ
イ
ナ
救
急
の
実
証
事
業

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

救
急
車
に
機
器
配
備

10
月
に
運
行
を
開
始

町
長　
本
町
で
所
有
す
る
３

台
全
て
の
救
急
車
に
機
器
を

配
備
し
、
令
和
７
年
10
月
か

ら
実
証
運
行
を
開
始
す
る
こ

と
で
、
次
年
度
か
ら
の
本
格

運
用
に
備
え
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
の
常
時
携
帯
に
つ
い

て
、
町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
、
効

率
的
な
運
用
と
救
命
率
の
向

上
に
繋
げ
ま
す
。

高田橋際交差点
渋滞と安全確保

小
こばやし

林　敬
け い こ

子 議員

問
　
高
田
橋
際
交
差
点

は
、
３
つ
の
県
道
が

合
流
す
る
た
め
、
大
型
車

両
の
交
通
量
も
多
く
、
交

通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
渋
滞
の
解
消
と
交

通
安
全
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

県
は
右
折
レ
ー
ン
整
備

関
係
機
関
と
連
携
図
る

町
長　
県
で
は
、
高
田
橋
の

拡
幅
に
併
せ
、
右
折
レ
ー
ン

の
整
備
等
の
対
策
を
実
施
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
交
通
環
境
の
整
備
を
促

進
し
、
安
全
で
円
滑
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
繋

が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

性
被
害
か
ら
守
る
包
括
的
性
教
育

問
　
子
ど
も
や
青
年
が

大
人
に
よ
る
性
被
害

を
受
け
る
事
案
が
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
学
校
で
の
包
括
的
性

教
育
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

人
権
な
ど
多
角
的
視
点

あ
ら
ゆ
る
教
科
で
実
施

教
育
長　
子
供
や
若
者
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
氾
濫
す
る
不

正
確
な
性
的
情
報
に
さ
ら
さ

れ
て
お
り
、
リ
ス
ク
を
回
避

し
、
適
切
な
意
思
決
定
を
行

う
能
力
を
養
い
、
他
者
へ
の

尊
重
や
同
意
の
重
要
性
を
学

ぶ
包
括
的
性
教
育
は
、
必
要

不
可
欠
な
教
育
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

学
校
で
の
包
括
的
性
教
育

は
、
性
に
関
す
る
科
学
的
な

知
識
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、

人
権
、
多
様
性
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
健
全

な
人
間
関
係
の
構
築
と
い
っ

た
多
角
的
な
視
点
か
ら
性
を

捉
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
健
体
育
や
道
徳
に
限

ら
ず
、
他
の
各
教
科
や
特
別

活
動
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
質
に
応
じ
て
適
切
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い

て

営農と発電の両立
本町における考え

熊
くまさか

坂 健
け ん た ろ う

太郎 議員

問
　
近
年
、
農
地
で
の

営
農
と
発
電
を
両
立

す
る
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
」
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

農
地
活
用
方
法
の
一
つ

効
果
等
を
参
考
に
研
究

町
長　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
導
入
に
は
設
備
に
多

額
の
初
期
投
資
が
必
要
と
な

り
、
少
な
い
日
照
で
も
栽
培

が
可
能
な
作
物
に
限
ら
れ
る

な
ど
、
課
題
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
農
地
の
活
用

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
近
隣

自
治
体
や
県
内
の
取
組
状
況
、

効
果
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
研
究
し
ま
す
。

－1 6－－1 7－

令和7年11月15日

総務省消防庁からのポスター

高田橋際交差点の混雑ぶり
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営農と発電の両立
本町における考え

熊
くまさか

坂 健
け ん た ろ う

太郎 議員

問
　
近
年
、
農
地
で
の

営
農
と
発
電
を
両
立

す
る
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
」
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

農
地
活
用
方
法
の
一
つ

効
果
等
を
参
考
に
研
究

町
長　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
導
入
に
は
設
備
に
多

額
の
初
期
投
資
が
必
要
と
な

り
、
少
な
い
日
照
で
も
栽
培

が
可
能
な
作
物
に
限
ら
れ
る

な
ど
、
課
題
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
農
地
の
活
用

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
近
隣

自
治
体
や
県
内
の
取
組
状
況
、

効
果
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
研
究
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
取
り
組
み

問
　
多
く
の
自
治
体
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
が
行
わ
れ
て
お

り
、
町
で
も
そ
れ
を
活
用

し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
今
後
の
考

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
職
員
の
資
質
向
上

登
録
者
の
増
へ
努
力

町
長　
専
門
知
識
を
有
す
る

事
業
者
に
投
稿
を
委
託
す
る

こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化
と
こ
れ
を
運

用
す
る
町
職
員
の
資
質
向
上

を
図
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

特
性
を
生
か
し
た
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
情
報
発
信
や
、
魅

力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

行
政
情
報
の
発
信
は
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
登
録
者
数

を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み

に
も
努
力
し
ま
す
。

意
見
交
換
会

町
議
会
で
は
、「
町
民
に

開
か
れ
た
議
会
」
を
よ
り
推

進
す
る
た
め
、
町
内
で
活
動

し
て
い
る
次
の
団
体
と
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し

た
。厚

木
地
区
私
立
幼
稚
園

協
会
と
の
意
見
交
換
会

開
催
日

令
和
７
年
７
月
31
日

開
催
場
所

町
役
場
４
階
会
議
室

テ
ー
マ

幼
児
教
育
の
振
興
に
つい
て

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

－1 7－

第187号

町の魅力が満載の
本格的スマートフォン用サイト

「ポケットに愛川」

●陳情（審査の結果、机上配付となったもの）
番号 受理年月日 件名 陳情者

16 R7.8.12 令和８年度における「透析患者の通院への助成」についての
陳情

横浜市神奈川区台町 7-2　ハイツ横浜 403 号
特定非営利活動法人　神奈川県腎友会
会長　大竹　忍

17 R7.8.12 令和８年度における「障害者の医療費助成制度」についての
陳情

横浜市神奈川区台町 7-2　ハイツ横浜 403 号
特定非営利活動法人　神奈川県腎友会
会長　大竹　忍
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会
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会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

一
般
質
問
・

陳

情

等

議
場
見
学
会

議
会
ク
イ
ズ・お
知
ら
せ
等
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研
修
会
等
参
加
報
告

町
村
議
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会

■
日　

付　

５
月
27
日

■
会　

場

　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
出
席
議
員

　

井
出 

一
己 

議
長

■
講 

師

　

内
閣
府
政
策
統
括
官

　
　
　
　
（
防
災
担
当
）

　

高
橋 

謙
司 

氏 

ほ
か

■
研
修
テ
ー
マ

　
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
防
災
・
減
災
対
策
及
び
災

害
時
の
役
割
と
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
」
ほ
か

委
員
長
・
副
委
員
長
・

事
務
局
長
研
修
会

■
日　

付　

８
月
８
日

■
会　

場

　

神
奈
川
自
治
会
館

■
出
席
議
員

　

熊
坂
健
太
郎 

議
員

　

鈴
木 

信
一 

議
員

　

佐
藤 

り
え 

議
員

　

渡
辺 　

基 

議
員

小
林 

敬
子 

議
員

井
上 

博
明 

議
員

■
講　

師

　

東
京
大
学
大
学
院

　

法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

　

金
井 

利
之 

氏

■
研
修
テ
ー
マ

　
「
議
会
改
革
の
た
め
の

委
員
会
活
動
」

町
村
議
会
広
報
研
修
会

■
日　

付　

８
月
28
日

■
会　

場　

渋
谷
公
会
堂

■
出
席
議
員

　

鈴
木 

信
一 

議
員

　

熊
坂
健
太
郎 

議
員

■
講　

師

　

福
岡
県
大
刀
洗
町
議
会

　

議
会
広
報
委
員
会
委
員
長

　

平
山 

賢
治 

氏 

ほ
か

■
研
修
テ
ー
マ

　
「
議
会
活
性
化
と
連
動
し
た

広
報
紙
づ
く
り
～
住
民
の
政

治
参
加
を
促
す
ツ
ー
ル
に
～
」

ほ
か

－1 8－－1 9－

令和7年11月15日

第39回 愛川町ふるさとまつり

議場見学会を開催しました！
　愛川町議会では、「より身近で開かれた議会」を推進するため、10/26（日）に
『議場見学会』を開催しました。当日は、49名の方が来場され、普段はなかなか
入ることのできない議場とその空気感を体験していただきました。

　なお、いただいたご意見・ご感想については、広報広聴常任委員会で精査し、
今後の広報広聴活動に活かしていきます。

当日、来場された方から寄せられた感想
・議員さんたちと和やかに交流できて、写真も撮れて良かったです。
・普段は見られない場所を見て、議長席からの見晴らしを経験できました。
・今後も住民に開かれた議会運営に努めていただきたいと思います。
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イ
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次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
12
月
定
例
会
の
日
程
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。
会
議
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
開

会
し
ま
す
。
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
・
決
定
す
る

議
会
運
営
委
員
会
は
、
11
月
21
日
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
次
回
定
例
会
の

日
程
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

第
36
回
議
会
ク
イ
ズ
の

　
　
　
答
え
と
当
選
者

　
前
号
の
議
会
ク
イ
ズ
の
正
解
と

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
正
解
〉

　
　
問
１
︲
①
３
名

　
　
問
２
︲
①
３
件

　
　
問
３
︲
③
９
月
１
日

　
〈
当
選
者
〉

　
　
内
山
美
千
子　
様

　
　
沓
澤　
直
也　
様

　
　
榎
本　
香
織　
様以

上
３
名

　
議
会
だ
よ
り
は
、

愛
川
町
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
か
え
で
の
会
」

の
ご
協
力
に
よ
り
、
視
覚
障

が
い
者
用
に
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

℡
０
４
６
︲
２
８
５

︲
２
１
１
１

（
内
線
３
７
９
２
）

－1 9－

第187号

問１

問２

問３

第37回 議会クイズ

令和７年第２回愛川町議会臨時会は何月何日に開催されたでしょうか？
① ８月20日　　② ９月24日　　③ 10月15日

消防団小型動力ポンプを購入しますが、取得価格はいくらでしょうか？

この議会だよりの中に答えがありますので、最初から最後までよく読んでみてください。
正解者の中から抽選で３名の方に、商品券をお贈りします。

① 833万2,500円　　② 8,333万2,500円　　③ 8億3,333万2,500円

　80歳以上の高齢者を対象に1枚450円の券を何枚綴りにしたタクシー利用券を助成しているでしょうか？
① ８枚　　② 10枚　　③ 12枚

©愛川町

●

●
●
●

≪応募方法≫ 町内在住の方で、１人１通に限ります。答え・住所・氏名・年齢・電話番号、また必ず議会だよ
りの感想（紙面の見やすさなど）をご記入のうえ、下記あて先のいずれかの方法で応募してくだ
さい。

≪しめきり≫ 11月30日（日）（郵送の場合は当日消印有効）
≪あ て 先≫ はがきの場合　　　　〒２４３－０３９２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　角田２５１－１　議会事務局

ファクスの場合　　　０４６－２８６－５０２１
電子メールの場合　　gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp
オンラインでの場合　右記の２次元コードを活用して、応募ができます。

☆正解と当選者は次号で
　発表します。

令和７年　12月定例会日程（予定）
月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7

本会議
（提出議案の説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

8 9 10 11 12 13 14

総務建設
常任委員会

教育民生
常任委員会

本会議
（委員長報告・質

疑・討論・採決）
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ツツジと少女

青空でジャーンプ！

パパイヤロードに実る秋

岩場って案外悪くないよ、踏まれないし。

箕輪耕地と水道坂 癒しの花壇

土管からドーン！

手放しで上手なのよ

青空とコスモス…癒される♡

編
集
後
記

◎議会クイズは19ページに掲載しています。
議会だよりあいかわ第188号は、令和８年２月15日発行、
３月15日配布予定です。

今
号
は
、現
委
員
が
作

成
す
る
最
後
の
議
会
だ
よ

り
と
な
り
ま
し
た
。多
く

の
み
な
さ
ん
が
議
会
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

開
成
町
や
寒
川
町
へ
の
行

政
視
察
や
研
修
会
等
で
学

ん
だ
こ
と
が
活
か
さ
れ
る

よ
う
に
委
員
一
同
、全
力
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、副
委
員
長
を
は

じ
め
委
員
皆
様
の
ご
協
力

で
委
員
長
を
務
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

様
々
な
場
面
に
お
い
て
議

会
事
務
局
職
員
に
よ
る
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
次
号
か
ら

は
、私
も
新
体
制（
今
号
３

ペ
ー
ジ
参
照
）の
下
で
頑
張

り
ま
す
。２
年
間
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
鈴
木
　
信
一

副
委
員
長
　
熊
坂
健
太
郎

委
　
　
員
　
茅
　
　
孝
之

委
　
　
員
　
花
上
　
　
功

委
　
　
員
　
岸
上
　
敦
子

委
　
　
員
　
佐
藤
　
り
え

委
　
　
員
　
阿
部
　
隆
之

委
　
　
員
　
小
林
　
敬
子

朝晩の冷え込みに、吐く息も白くなる季節がやってきました。
今号でも、担当する委員一人ひとりが愛川町の魅力を伝えるため、

町内を巡り写真を撮影してきました。
それぞれの写真を見て、心が「ほっこり」していただければ幸いです。

あいかわ・ほっこり写真館


